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Ⅰ．問題の所在

我が国の社会科は，教養主義に基づいているため，

教科書記述を誰に対しても中立で公平な絶対的真理

として学習させる授業が作られやすい．しかしなが

ら，このような授業作りでは，民主的な国家・社会

の形成者を育成することは難しい．なぜなら，一著

作物に過ぎない教科書記述を中立公平な絶対的真理

として教えることは，権威や常識に盲従する国家・

社会の順応者を育成してしまうからである．教養主

義の授業作りでは，国家・社会の順応者は育成でき

ても国家・社会の形成者は育成できないわけである．

こうした課題を教育内容開発研究ではなく，教科

書活用研究の次元で克服するために提起した社会科

授業作りの方法が批判的教科書活用論である1)．批

判的教科書活用論とは，教科書の記述が多様な解釈

のひとつにすぎないことや，社会の現実を生産・変

革する政治的実践であることを学習させることに

よって，教科書記述が中立公平な絶対的真理ではな

いことを子どもに理解させる授業作りの方法である．

この理論に基づく授業作りの手順は次の６段階であ

る．第１段階では，見開きのタイトルと見出し，見

出しと見出しの関係を分析し，執筆者の解釈を推測

する．第２段階では，見開きに掲載されている資料

について問いを作り答えを調べ，推測した執筆者の

解釈を確かめる．第３段階は，推測した執筆者の解

釈に基づいて学習課題とその回答を準備し，授業目

標を仮設する．第４段階では，仮設した授業目標が

子どもの学習履歴や発達段階に照らして適切かどう

か等を検討し，授業目標の修正・設定を行う．第５

段階では，授業の主な発問と答えを作って授業のア

ウトラインを構想し，第６段階では授業展開の詳細

を示した教授計画書を作成する．これら６つの手順

に基づけば，教科書が考える学習課題の答えを子ど

もに予想・探求・吟味させる授業を開発できるため，

教科書記述が中立公平な絶対的真理ではないことを

よりよく実感させることができる．批判的教科書活

用論は，教科書の記述を事実そのものではなく作品

として扱うことによって国家・社会の形成者を育成

する社会科授業作りの方法なのである．

しかしながら，この理論に基づく社会科授業作り

の教育効果は未だ明らかになっていない．なぜなら，

この授業作りによって本当に子どもは教科書が中立

公平な絶対的真理ではないことを理解できるのか，

それを子どもは具体的にどのような言葉で表現する

のかが明確になっていないからである．批判的教科

書活用論の教育効果をより実験的実証的に明らかに

するためには，授業モデルを開発するだけでなく，

その実験授業を行い生徒に意識調査を行う必要があ

るわけである．

以上のような問題意識のもと，本研究では，批判

的教科書活用論に基づく中学校社会科の授業を開発

して実験授業を行い，意識調査を実施した．授業を

開発して意識調査の結果を分析するまでの研究プロ

セスを示すと，次頁の表１のように整理できる．

批判的教科書論に基づく授業作りは，本学教育学

研究科の開講科目「社会科教育実践特論Ⅱ」の一環

として行った．授業の開発分野は，歴史学研究室に

所属する院生が多いことを考慮して歴史的分野に決

定した．教科書は，実験授業を実施する本学の附属

中学校で採用されている東京書籍『新しい社会歴史』

を使用した．授業の開発箇所は，附属中学校の社会

科教員と相談し，「産業革命と欧米諸国」及び「ヨー

ロッパのアジア侵略」という見開きに決定した．こ

れら２つの紙面を使った授業作りは，前述した批判

的教科書活用論の６段階に従って行った．そして，

本学附属中学校第２学年を対象に実験授業を行い，
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意識調査を実施して批判的教科書活用論の有効性を

検討した．本稿では，「産業革命と欧米諸国」に関す

る教授計画書の実際，実験授業の様子及び意識調査

の結果を報告しよう（表１の網掛）．

なお，本論文は分担執筆である．そのため，各章

又は各節の末尾に執筆責任者の氏名を記した．論文

の構想及び編集は藤瀬が行った． （藤瀬泰司）

Ⅱ．「産業革命と欧米諸国」の教授計画書と

実験授業の実際

１．教授計画書の実際

本節では，「産業革命と欧米諸国」の紙面を教材に

した教授計画書の概要を説明しよう．「産業革命と

欧米諸国」の紙面構成は，図１のように示すことが

批判的教科書活用論に基づく中学校社会科授業開発（１）
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表１ 教育学研究科開講科目「社会科教育実践特論Ⅱ」の講義日程及び講義内容

図１ ｢産業革命と欧米諸国」の紙面構成



できる．この紙面の執筆者は，「産業革命と欧米諸

国」というタイトルのもと，産業革命の影響を描い

ていると考えられる．「産業革命」という小見出し

では，イギリスで始まった産業革命の様子を，「資本

主義の社会」と「19世紀の欧米諸国」という小見出

しでは，産業革命が資本主義という社会の仕組みを

生み出し，欧米諸国の様々な変化を引き起こしたこ

とを主に記述している．執筆者の歴史解釈を以上の

ように推測すると，次頁の資料１のような教授計画

書を作成することができる2)．授業は，生徒に教科

書が考える学習課題の回答を「予想」「探求」「吟味」

させるように構成し，特に「吟味」の段階はＡとＢ

２つのパターンを準備した．

｢導入」は，教科書が考える学習課題の回答を生徒

に予想させる段階である．「鉄道の開通」や「蒸気機

関で動く機械を使う紡績工場」等の絵画を使用して，

「産業革命によってどのような変化が起きただろう

か」という学習課題を設定し，この課題の回答を生

徒に予想させる．生徒たちは，「資本主義が誕生し

た」「ものが豊かになった」「貧富の差が大きくなっ

た」「社会問題が生まれた」等の教科書記述に注目し，

学習課題の回答を予想すると考える．「導入」では，

学習課題の回答を教科書記述に注目して予想させ，

本時のめあて（産業革命によってどのような変化が

起きただろうか）をしっかりと意識させる．

｢展開１」と「展開２」は，教科書が考える学習課

題の回答を生徒に探求させる段階である．「展開１」

では，生徒が予想すると考えられる産業革命の影響

について授業を展開する．絵画「蒸気機関で動く機

械を使う紡績工場」を使って，資本主義という社会

の仕組みを具体的に理解させる．そして，絵画「炭

鉱で働かされる子どもや女性」を中心に，労働災害

や貧困問題等，様々な社会問題が発生して社会主義

の考え方が生まれたことを把握させる．「展開２」

では生徒が予想しないと考えられる産業革命の影響

について授業を展開する．産業革命によってイギリ

スでは二大政党制が発展し，ドイツでは国内が統一

され，アメリカでは南北戦争が起きたことを「ドイ

ツの統一」や「南北戦争での北部と南部の対立」等

の資料を使って理解させる．「展開１」と「展開２」

では，生徒が予想した学習課題の回答を確認・修正

することによって，産業革命が引き起こした影響を

具体的に理解させ，教科書が想定する回答の全体像

を把握させる．

｢終結」は，教科書が考える学習課題の回答を生徒

に吟味させる段階である．まず，本時の課題を再提

示し，産業革命によって生じた社会の変化や欧米諸

国の変化を振り返らせる．そして，これ以降は，Ａ

とＢ２つのパターンで授業を展開する．Ａは，産業

革命が戦争の近代化を促進したことを説明し，その

事実を教科書に記述すべきかどうか生徒に尋ねるパ

ターンである．具体的には，「列車で移動する臼砲」

という教科書に掲載されていない写真を使って，南

北戦争で鉄道が戦争に利用されたことを示し，産業

革命と戦争のつながりを教科書の本文やコラムに掲

載すべきかどうか尋ね，教科書が省略した歴史的事

実の存在に気づかせる．Ｂは，産業革命が時刻表や

標準時を生み出す契機になったことを説明し，その

事実を教科書に掲載すべきかどうか生徒に尋ねるパ

ターンである．具体的には，産業革命で鉄道が発達

したことにより時間を国内で統一することが必要に

なったことを理解させ，産業革命と時刻表や標準時

とのつながりを教科書の本文やコラムに掲載すべき

かどうか尋ね，教科書が省略した歴史的事実の存在

に気づかせる．「終結」では，産業革命と戦争，産業

革命と時刻表や標準時のつながりという教科書が省

略した歴史的事実を提示し，それを教科書に記載す

べきか否か考えさせることによって，学習課題の回

答が教科書の記述だけで十分かどうか検討させる．

以上のように，「産業革命と欧米諸国」の紙面を批

判的教科書活用論に基づき授業化することによって，

教科書が考える産業革命の影響を生徒に「予想」「探

求」「吟味」させる授業を構成した．この授業を通し

て，生徒は，教科書に記述されていない産業革命の

影響を知ることができるため，教科書に記述された

産業革命の影響は執筆者の解釈に過ぎない相対的真

理であることを理解できよう．次項では，この教授

計画書をもとにした実験授業の詳細を報告しよう．

（佐藤慶明）

２．実験授業の実際

｢産業革命と欧米諸国」の実験授業の実施状況は

表２の通りである．本項では，２年３組で実施した

実験授業の様子を紹介する．というのも，この授業

が同一人物による２回目の授業であったため，４回

の実験授業の中では最も計画通りに授業が進行した

からである．以下，教授計画書の「導入」「展開１」

「展開２」「終結」に即して授業の実際を説明しよう．
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表２ 実験授業の実施状況
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資料１ 批判的教科書活用論に基づく「産業革命と欧米諸国」の授業の実際

１．授業の目標

産業革命によって，①資本主義社会が成立し社会の仕組みが大きく変わるとともに，②イギリスの二大政党

制やドイツの統一，アメリカの南北戦争等，欧米諸国に大きな変化を引き起こしたことを説明できる．さらに，

産業革命が戦争の近代化を促したこと（又は時刻表や標準時を生み出す契機になったこと）を理解できる．

２．授業の展開
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｢導入」では，絵画「鉄道の開通」を中心に授業を

進めた．「写真の蒸気機関車はストックトンとダー

リントンのどちらに向かっているか」という問いに

対して，ほとんどの生徒は「ダーリントンに向かっ

ている」と答えた．そこでストックトンとダーリン

トン，そして炭鉱があったシルドンの位置関係を示

批判的教科書活用論に基づく中学校社会科授業開発（１）
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＜授業資料＞

①絵画「鉄道の開通」②絵画「ワットの蒸気機関」③絵画「蒸気機関で動く機械を使う紡績工場」④絵画「炭

鉱で働かされる子どもや女性」⑤絵画「ドイツの統一」⑥写真「エイブラハム・リンカンと手書きの演説の原

稿」⑦絵画「南北戦争での北部と南部の対立」⑧地図「ダーリントン近郊」（田中俊宏・廣木竜彦「ストックト

ン＝ダーリントン鉄道の鉱物輸送―鉱物輸送鉄道網の形成と炭坑の開発―」『福岡大学経済学論叢』第49号第２

巻2004年，187-226頁，等をもとに作成）⑨絵画「ワットの改良された蒸気機関」（『改訂資料カラー歴史』浜島

書店，2014年）⑩絵画「ベルサイユ宮殿と『鏡の間』」（五味文彦他『新しい社会 歴史』東京書籍，2012年）

⑪写真「列車で移動する臼砲」（近藤喜代郎『アメリカの鉄道史―SLが作った国―』成山堂書店，2007年）



した地図を提示し，絵画資料の蒸気機関の積荷（石

炭）に注目させてからもう一度問い直すと，全員が

「ダーリントンからストックトンに向かっている」

と答えた．また，この授業の学習課題である「産業

革命によってどのような変化が起こっただろうか」

という問いに対して，ワークシートに予想を書かせ，

発表させたところ，「産業が発達した」「労働者と資

本家という階級が生まれた」「貧富の差が広がった」

という意見が出た．生徒たちには，同じ内容のこと

を書いていた場合には挙手をさせ，学習課題に対す

る予想を全体で共有させた．なお，後日，回収した

ワークシートを見たが，産業革命がドイツやアメリ

カに影響を与えたことを予想した生徒は一人もいな

かった．

｢展開１」では，多くの生徒が「導入」で「資本家」

や「労働者」という語句に注目していたことを踏ま

えて，資本主義の成立と社会主義の誕生について授

業を展開した．「資本主義」という語句の意味に関

しては，教科書の「用語解説」で確認するだけでな

く，絵画「蒸気機関で動く機械を使う紡績工場」を

使うことによって具体的に理解させるようにした．

その後，資本主義が生み出した問題点を挙げていく

中で，生徒から「労働災害が起きた」という発言が

あったので，「労働災害とはどんなことを指すのか」

という問いを投げかけたところ，用語集で「労働災

害」の意味を確認して，それを発表する生徒も見ら

れた．「資本主義」や「社会主義」の意味を教科書の

「用語解説」で調べさせたが，これは極めて有効な方

法であると感じた．

｢展開２」では，生徒が「導入」で予想しなかった

19世紀の欧米諸国の変化について授業を展開した．

イギリスで二大政党政治が発達したこと，ドイツ帝

国が統一されたこと，アメリカでは南北戦争が起

こったことも産業革命の影響であることを理解させ

た．北部と南部の対立点に関しては，多少早足で進

めてしまったところもあったが，アメリカ南部で綿

花を生産していることは，地理分野で既に学習した

内容であり，今回の授業で歴史と結びついたより深

い理解になったのではないだろうか．

｢終結」では，まず，学習課題に対する回答を，板

書（資料２）を使って授業者が説明し学習を振り返

らせた．その後，教科書に記述されていない産業革

命の影響について授業を行った．「鉄道（電車）を利

用したことがあるか」「その時に注意することは何

か」という問いから始めて時刻表というキーワード

を引き出し，蒸気機関車と同じく時刻表もイギリス

で最初に作られたこと，鉄道の普及をきっかけにし

て国内で統一された標準時を用いるようになって

いったこと等を説明した．そして，「時刻表や標準

時の話を教科書の本文やコラムに載せるべきだろう

か」という問いを投げかけ，「載せた方がいい」「載

せない方がいい」のどちらかの立場を選ばせ，その

理由をワークシートに書かせた．しかし，それを発

表させる時間を取れなかったので，後日ワークシー

トを回収する旨を伝え授業を終了した．

実際の授業は以上のように展開した．最後に，回

収したワークシートをもとに「時刻表や標準時の話

を教科書の本文やコラムに載せるべきだろうか」と

いう発問に対する生徒の回答を簡単に紹介しよう．

出席者38人のうち27人のワークシートを回収できた．

そのうち，「載せた方がいい」を選んだ生徒は21人，

「載せない方がいい」を選んだ生徒は６人だった．

「載せた方がいい」を選んだ生徒の主な理由は，「豆

知識のような話で，歴史により興味がわくと思うか

ら」「身近な物にも影響していると分かると楽しい」

「載せたほうが，教科書が面白くなると思う」という

ものだった．「載せない方がいい」の理由は，「直接

授業と関係がない」「それよりも重要なデータがあ

ると思う」「教科書は著作関係者が吟味して作って

いるはずなので，載せなくていい」等の意見があっ

た．

また「今日の学習を自分の視点でまとめましょう」

という授業の感想欄には「教科書だけがすべてでは

ないことを学んだ」と書いている生徒がおり，教科

書を「作品」として捉える視点の芽生えを確認でき

る．他にも「答えのないことを考えるのも面白いと

思った」等，教科書に載せるべきかどうかを考える

ことに対して，多くの生徒が面白いと感じたよう

だった．

批判的教科書活用論を用いた本授業では，生徒に

教科書記述が中立公平なものではないことを理解さ

せる上で最後の発問が大きなポイントであった．回

収したワークシートをみる限り，本授業が多くの生

徒にこのことを考えさせるきっかけになったのでは

ないだろうか．今回の授業では，最後の発問に関す
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資料２ ｢産業革命と欧米諸国」の板書の実際



る生徒たちの意見を交流させる機会を作ることがで

きなかったが，これができていれば，生徒たちは教

科書記述の相対的真理性により気づくことができた

のではないだろうか．

次のⅢ章では，実験授業に伴い実施した意識調査

の計画と結果について報告しよう． （嘉村潔高）

Ⅲ．「産業革命と欧米諸国」に関する

意識調査の計画と結果

１．意識調査の計画

⑴意識調査の作成視点

｢産業革命と欧米諸国」の実験授業の実施に先立っ

て，実験授業の教育効果に関する仮説を表３の通り

設定した．なぜなら，実験授業に先立ってその教育

効果に関する仮説を立てない限り，生徒に対する調

査事項を具体的に決めることができないからである．

本研究の第１の仮説は，表３の横軸に関すること

であるが，批判的教科書活用論の授業作りは教科書

嫌いの生徒よりも教科書好きの生徒に効果がある，

というものである．なぜなら，教科書好きな生徒ほ

ど，教科書を見たり読んだりして自分なりの事象解

釈を立てて授業に臨んでいると考えられるからであ

る．そのため，実験授業で執筆者の解釈をしっかり

と学習すれば，自分の立てた事象解釈との異同を自

覚できるため，より授業を面白いと感じたり教科書

に対するイメージがより変化したりする可能性が高

いのではないだろうか．以上のような理由により，

教科書好きの生徒と教科書嫌いの生徒を分類する軸

を設定した．

本研究の第２の仮説は，表３の縦軸に関すること

であるが，批判的教科書活用論の授業作りはあまり

予習しない生徒よりもしっかりと予習する生徒に効

果がある，というものである．なぜなら，教科書を

よく予習する生徒ほど，執筆者の解釈を直観したり

予想したりしている可能性があるからである．その

ため，実験授業で執筆者の解釈をしっかりと学習す

れば，自分の直観や予想との異同を自覚できるため，

より授業を面白いと感じたり教科書に対するイメー

ジがより変化したりする可能性が高いのではないだ

ろうか．以上のような理由により，あまり予習をし

ていない生徒としっかりと予習をしている生徒を分

類する軸を設定した．

これら２つの軸を交差させると，４つの生徒群を

考えることができる．第１群は「教科書嫌い・予習

しない」生徒群である．この生徒群は，自分なりの

事象解釈も立てず執筆者の解釈も直観・予想せずに

授業に臨むため，あまり効果は期待できないと考え

る．第２群は「教科書好き・予習しない」生徒群で

ある．この生徒群は，教科書を見たり読んだりして

自分なりの事象解釈を立てて授業に参加する可能性

があるため，ある程度の教育効果を期待できると考

える．第３群は「教科書嫌い・予習する」生徒群で

ある．この生徒群は，執筆者の解釈を直観・予想し

て授業に参加する可能性があるため，第２群同様，

ある程度の教育効果を期待できると考える．第４群

は「教科書好き・予習する」生徒群である．この生

徒群は，自分なりの事象解釈を立てたり執筆者の解

釈を直観・予想したりして授業に参加する可能性が

高いため，これら４つの生徒群の中では実験授業の

効果が最も期待できると考える．

⑵意識調査の質問事項

以上のような研究仮説を検証するために，意識調

査を計画した．計画した意識調査の主な質問事項は，

次頁の資料３のように整理できる．

実験授業の実施前に行う意識調査の目的は，実験

授業に参加する附属中学校の生徒たちが上述した４

つの生徒群のいずれのタイプになるのか調べること

である．質問事項１では，生徒の教科書に対する好

き嫌いを把握するために，「社会科の教科書を見た

り読んだりするのは好きですか」という問いを設定

した．質問事項２では，生徒が日頃行っている予習

の程度を量的に把握するために，「学校や塾の授業

のとき以外で社会科の教科書をよく開きますか」と

いう問いを設定した．質問事項３では，生徒が日頃

行っている予習の程度を質的に把握するために，「学

校や塾の授業のとき以外で教科書を開く時，教科書

をどのように使用していますか」という問いを設定

した．このように，実験授業の実施前に行う意識調

査では，教科書の好き嫌いを確認する質問や予習の

程度を量的質的に把握する質問を設定することに

よって，実験授業に参加する生徒一人ひとりの教科

書に対する意識や態度のあり方を把握する調査を計

画した．

実験授業の実施後に行う意識調査の目的は，実験

授業による教育効果の有無や程度を調べることであ

批判的教科書活用論に基づく中学校社会科授業開発（１）
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表３ 実験授業の教育効果に関する仮説



る．そこで，質問事項１では，実験授業が生徒の関

心・意欲・態度の向上に与える影響を測定するため

に，「『産業革命と欧米諸国』の授業は面白かったで

すか」という問いを設定した．質問事項２では，実

験授業が生徒の知識・理解の獲得に与える影響を測

定するために，「『産業革命と欧米諸国』の授業は分

かりましたか」という問いを設定した．質問事項３

では，実験授業が生徒の教科書理解に与える影響を

測定するために，「『産業革命と欧米諸国』の授業を

受けて，これまで持っていた教科書に対する考え方

やイメージに変化はありましたか」という問いを設

定した．このように，実験授業の実施後に行う意識

調査では，実験授業の教育効果を関心・意欲・態度，

知識・理解，教科書理解という３つの側面から測定

する調査を計画した．

次節では，この意識調査の集計結果を分析して，

実験授業の効果を詳しく見ていこう． （藤瀬泰司）

２．意識調査の結果

⑴調査結果の概要

｢産業革命と欧米諸国」の実験授業後に実施した

意識調査の結果は次頁の表４の通りである．意識調

査の質問紙は，各授業の終了後に配布し，後日，附

属中学校の教員が回収した．135人分を回収し，回

収率は88％であった．仮説の検証を行う前に，意識

調査の結果を概観しよう．

まず問１の「授業は面白かったですか」について．

アの「とても面白かった」とイの「どちらかと言え

ば面白かった」を選んだ生徒が学年全体で109人

（80.7％）おり，本授業が多くの生徒の興味・関心を

高めたことがわかる．次に問２の「授業は分かりま

したか」について．アの「よく分かった」を選んだ

生徒とイの「どちらかと言えば分かった」を選んだ

生徒が学年全体で116人（86.0％）おり，本授業が多

くの生徒の歴史理解を促したことがわかる．最後に

問３の「教科書に対する考え方やイメージに変化は

ありましたか」について．アの「非常に変化があっ
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資料３ 実験授業の実施前と実施後に行った生徒意識調査の主な質問事項



た」を選んだ生徒とイの「どちらかと言えば変化が

あった」を選んだ生徒が学年全体で81人（60.0％）

いた．この数値は，問１や問２に比べると低いが，

たった１回の授業で教科書に対する見方やイメージ

が変化した生徒が約６割いることを考えるとあなが

ち低いとも言えないのではないだろうか．このよう

に，実験授業後に実施した意識調査を概観した場合，

実験授業は十分に教育的効果があったということが

できる．次項では，前項で示した２つの研究仮説を

吟味していこう．

⑵研究仮説の検証

①第１の研究仮説について

第１の研究仮説は，教科書好きな生徒ほど自分な

りの事象解釈を立てて授業に臨んでいると考えられ

るため，批判的教科書活用論は教科書嫌いの生徒よ

りも教科書好きの生徒に効果がある，というもので

あった．この仮説を検証するという観点から調査結

果を再整理すると，表５のように示すことができる．

表５の集計結果に基づくと，第１の研究仮説は必

ずしも正しくないと結論づけることができる．なぜ

なら，教科書の好き嫌いに関係なく，実験授業は多

くの生徒に万遍なく教育効果があったと判断できる

からである．まず問１について．「教科書がどちら

かと言えば好きではない」生徒のうちでアの「とて

も面白かった」とイの「どちらかと言えば面白かっ

た」を選んだ生徒の割合は84.6％であるが，この数

値は，「教科書がどちらかと言えば好きである」生徒

でアとイを選んだ生徒の割合80.3％や「教科書が非

常に好きである」生徒でアとイを選んだ生徒の割合

80.6％よりも高い値である．次に問２について．

「教科書がどちらかと言えば好きではない」生徒の

うちでアの「非常に分かった」とイの「どちらかと

言えば分かった」を選んだ生徒の割合は80.7％であ

るが，この数値は，「教科書がどちらかと言えば好き

である」生徒でアとイを選んだ生徒の割合87.3％や

「教科書が非常に好きである」生徒でアとイを選ん

だ生徒の割合86.1％と比べると高くはないが，極端

に低いとも言えない．最後に問３について．「教科

書がどちらかと言えば好きではない」生徒でアの「非

常に変化があった」とイの「どちらかと言えば変化

があった」を選んだ生徒の割合は61.5％であるが，

この数値は，「教科書がどちらかと言えば好きであ

る」生徒でアとイを選んだ生徒の割合56.4％よりも

高く，「教科書が非常に好きである」生徒でアとイを

選んだ生徒の割合66.7％に次ぐ値である．第１の研

究仮説では，教科書嫌いの生徒よりも教科書好きの

生徒により効果があると予想した．しかし，この予

想に反して批判的教科書活用論は，教科書の好き嫌

いに関係なく，多くの生徒に効果があったことが表

５の集計結果から読み取ることができるわけである．

それでは，なぜ仮説に反して，教科書の好き嫌い

に関係なく極めて高い教育効果があったのだろうか．

この問いに迫るために，問３に対する生徒たちの回

答に注目したい．問３の回答に注目する理由は，本

研究が生徒の教科書観の変容をめざしているため，

教科書のイメージ変化を問う問３が最も重要である

からである．紙幅の都合上，問３でアとイを選択し

たすべての生徒の回答を示すことはできないため，
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表４ ｢産業革命と欧米諸国」の授業後に実施した意識調査の結果



特に「教科書がどちらかと言えば好きではない」生

徒に絞り，その回答を示すと次頁の資料４のように

なる．

資料４を見る限り，教科書の好き嫌いに関係なく

高い教育効果があった理由は，次のような３つの変

容が生徒の中で同時に生じていたからではないかと

考える．１点目は，「網羅的教科書文章観から選択

的教科書文章観へ」と呼べるような変容が生じてい

る生徒がいることである．資料４の①③⑩の回答に

見られるように，彼らは「教科書に載っていないこ

と」を考えることで，教科書に対する見方やイメー

ジが変化したことがわかる．このことは，教科書の

文章が歴史の事実を網羅して書かれたものではなく，

ある一定の意図の下で選択されていることに気づき

つつあることを示していると言えよう．

２点目は，「装飾的教科書資料観から実用的教科

書資料観へ」と呼べるような変容が生じている生徒

がいることである．資料４の⑬⑯に見られるように，

彼らは「図も活かせる」ことや「資料を見ることで

分かることもある」ことに気づくことで，教科書に

対する見方やイメージが変化したことがわかる．こ

のことは，教科書の掲載資料は，本文を彩る装飾品

ではなく，そこから多くのことを学ぶことができる

実用品であることに気づいたことを示していると言

えよう．

３点目は，「羅列的教科書紙面観から調和的教科

書紙面観へ」と呼べるような変容が生じている生徒

がいることである．資料４の②⑫⑯の回答に見られ

るように，彼らは教科書のつながりや出来事間の関

連が授業参加前よりも分かるようになったことで，

教科書に対する見方やイメージが変化したことがわ

かる．このことは，教科書の紙面は，網羅的に構成

されているのではなく，文章と文章が関連するよう

に，本文と資料が連動するように，調和的に構成さ

れていることに気づいたことを示していると言えよ

う．

以上のような３つの変容が複合した結果，教科書

の好き嫌いに関係なく，約６割の生徒たちの教科書

に対する見方やイメージが変化したのではないだろ

うか．

②第２の研究仮説について

第２の研究仮説は，批判的教科書活用論の授業作

りはあまり予習しない生徒よりもしっかりと予習す

る生徒に効果がある，というものであった．しかし

ながら，この仮説については検証できなかった．な

ぜなら，実験授業前に実施した意識調査の結果に基

づいて，あまり予習しない生徒としっかりと予習す

る生徒を分類できなかったからである．例えば，実

験授業前に実施した意識調査の問３の「タイトル名

や見出し名の意味を考える」という選択肢は，よく

予習する生徒しか選ばないと考えていたが，予習の

程度に関係なく選択されていた．ここで筆者らが考

えていた「意味を考える」とは，執筆者の意図を考

えることを指していたが，生徒は国語辞書を引くと

いう意味で捉えたのかもしれない．意識調査で使用

した選択肢の意味が曖昧であったために，あまり予

習しない生徒とよく予習する生徒を分類できず，仮

説の検証ができなかった．第２の研究仮説を検証す
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表５ 教科書の好き嫌いからみた意識調査の結果



るためには，実験授業の実施前に行う意識調査を再

考し，あまり予習しない生徒とよく予習する生徒を

分類できる質問事項を考える必要があろう．

（源洋子）

Ⅳ．研究の成果と課題

本研究では，批判的教科書活用論は，生徒に教科

書が中立公平な絶対的真理ではないことを理解させ

る上でどの程度有効かという問いに答えるべく，中

学校の歴史授業を開発し実験授業を行った．本研究

の成果と課題は次の通りである．

本研究の成果は，批判的教科書活用論が①網羅的

教科書文章観，②装飾的教科書資料観，③羅列的教

科書紙面観の変革に役立つ理論であることが明らか

になった点である．筆者らは，どちらかというと①

の教科書文章観を変革する理論として批判的教科書

活用論を捉えていたが，②の教科書資料観や③の教

科書紙面観も同時に変革することがわかった．これ

ら３つの変革が同時に起こることによって，生徒の

教科書観が事実的教科書観から作品的教科書観へと

スムーズに移行するのかもしれない．

本研究の課題は，第２の仮説を検証できなかった

ことである．この点に関しては，あまり予習しない

生徒とよく予習する生徒を明確に分類できる意識調

査を開発する必要がある．

今後も，批判的教科書活用論に基づく社会科授業

を開発・実践し，理論の精度を高めていきたい．

（藤瀬泰司）
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イツ史2―1648〜1890年―』山川出版社1996年，②有賀

貞・大下尚一・志邨晃佑・平野孝『世界歴史体系アメリ

カ史1―17世紀〜1877年―』山川出版社1994年，③村岡

健次・木畑洋一『世界歴史体系イギリス史3―近現代―』

山川出版社1991年，④ウィリアム・Ｈ・マクニール『戦

争の世界史―技術と軍隊と社会―』刀水書房2002年，⑤

近藤喜代郎『アメリカの鉄道史―SLが作った国―』成山

堂書店2007年，等を参考にした．

付記 本論文は，平成26〜28年度科学研究費助成事業・基盤

研究（C）「批判的教科書活用論に基づく社会科授業開発

研究」（課題番号26381221）の成果の一部である．
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